
堆肥により作物を栽培する取組みを

　循環型社会の推進に向けては、より一層の3Rへの取組みを進 継続する。

める必要がある。  河川の水質調査は、県や近隣市の水質調査による推定ができ

ることから、市の独自調査は令和４年度までとし、以後は、市

内２か所で実施している埼玉県のデータをもとに評価すること

とした。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 7年 6月17日 作成部局名 環境経済部 担当部局名 水安全部

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞
担当課

基本目標 担当課

担当課

関係課

施　　策 関係課

関係課

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) 当初値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

その他施策の取組事項に

係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

環境課

06
都市環境と自然環境が調和したまち

総務課

27
生活環境の保全

河川課

環境に配慮した取り組みを推進することで、快適な生活環境の保全を図ります。

リサイクル推進事業

環境企画調整事業

環境質調査事業

温室効果ガス排出量の削減 温室効果ガス排出量の削減率
％ 32.5 8 11 13.9 11.7 18.2

率 (平成25年度（2013年度）比 )

一般廃棄物のリサイクル率 排出された一般廃棄物のリサイクル率
％ 23.5 18.1 19.7 18.7 19.2 19.4

(ごみ処理基本計画 )

河川の水質の環境基準達成 水質状態を示すBODの環境基準達成率
％ 50以上 50 55.5 63.8 100 100

率 (BOD（生物化学的酸素要求量） )

　温室効果ガス排出量の削減率については、国・県計画と方向 　温室効果ガス排出量削減に向けて、市民・事業者に対し補助

性を一にするため、令和６年３月に市計画を改定し、目標値を 金を交付し、再生可能エネルギー、省エネルギー設備の導入を

引き上げた。　 促す。

　結果、市全域で発生する温室効果ガスの排出量をより低く抑 　市は、計画の推進主体として、公共施設における再生可能エ

える必要が生じることから、市は、市民・事業者をサポートし ネルギーの利用拡大を通して削減目標の達成を図る。

ながら、自らが率先して脱炭素施策を推進することが求められ 　循環型社会を推進するため、家庭から出る生ごみと花苗を交

る。 換し、生ごみから作成した



推進事業

義
務

300,757 ごみの減量とリサイクルの推進のた

310,738 め、継続して実施する。

－ － １ Ａ Ａ Ａ Ａ 義01 01 04 02 02 01 01 302,084

家庭ごみの中で、リサイクル 270,035

可能なものを分別収集し、焼 1,928

02 環境企画調整事業　（環境課）

環境企画調整事業

義
務

39,751 「戸田市環境基本計画２０２１改定

29,536 版」に掲げる温室効果ガス排出量の

○ ○ １ ○ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 義01 01 04 03 01 02 01 21,607 削減目標等の達成に向けて、同計画

「戸田市環境基本計画２０２ 15,430 に則して環境施策を実施する。

１改定版」の基本目標のうち 21,420

03 環境質調査事業　（環境課）

環境質調査事業

法
定

3,653 事業内の任意である調査について検

9,263 討を行う。

－ － １ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ 法01 01 04 03 01 03 01 11,007

市内幹線道路から生じる騒音 10,666

等の測定、特定外来生物等の 16,922

03 河川維持管理費　（河川課）

（再掲）河川維持管理費

任
意

＜（再掲）について＞

本事業は、他の施策を主たる施策として構成する事

01 01 08 03 01 03 01 務事業ですが、一部が本施策にも寄与するため「再

市が管理する河川・水路・排 掲の事務事業」として、参考に掲載してい

戸

ます。

水施設等につい

田

ては、各施設 ※事業内

市

容は、当該事務事業評

施

価シートを参照

策評価シ

R6決算額 R7計

ー

画額 R8予算額
計（千

ト

円） 事業費 344,1

作

61 349,537 3

成

34,698
うち一般

日

財源 332,101 3

令

07,317 296,

和

131

 7年 6月17日 作成部局名 環境経済部 担当部局名 水安全部

○結果と今後の方向性

進捗状況
（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（予算） 令和０７年度（事業費総額） 令和０８年度 令和０９年度 令和１０年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

今後の方向性（人員） 令和０７年度（人件費総額） 令和０８年度 令和０９年度 令和１０年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

【企画財政部コメント】

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
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業

中
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業
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化
計
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業
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向
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実
施
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画
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策
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貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
8

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

　温室効果ガス排出量の削減については埼玉県が発表する「県内市町村の温室効果ガス排出
量」に基づくため、令和６年度の達成値に入力している値は、令和４年度実績である。令和
４年度は前計画である「戸田市環境基本計画２０２１」の計画期間内であり、同計画では令
和７年度までに１３％の削減目標を掲げている。よって、令和４年度時点の目標を達成して

Ｂ
いる。

349,537 ↓ 334,698 ↑ 335,733 → 335,733
　脱炭素社会の実現に向け、市民・事業者の設備導入を促すため、財政面でも支援する必要があることから、需給バランスを勘案しながら
補助金制度を継続して実施していく。

40,270 → 40,270 → 40,270 → 40,270
　脱炭素社会の実現に向け、旗振り役である市は、公共施設における温室効果ガス排出量を大幅に削減する必要がある。そのため、複数の
施設において再生可能エネルギー電力への切り替えを検討しており、全庁的な契約、予算等の管理、折衝にあたる人員の確保が必要である
。

01 リサイクル推進事業　（環境課）

リサイクル



済部 担当部局名 水安全部

５．事務事業の検討 【特別会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R6決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R7予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
8

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

01 水洗化普及促進事業　（総務課）

（再掲）補助斡旋事業

任
意

＜（再掲）について＞

本事業は、他の施策を主たる施策として構成する事

01 03 03 01 02 01 01 務事業ですが、一部が本施策にも寄与するため「再

既存のくみ取り便所等を水洗 掲の事務事業」として、参考に掲載しています。

便所に改造する者に対し、５ ※事業内容は、当該事務事業評価シートを参照

R6決算額 R7計画額 R8予算額
計（千円） 事業費

うち一般財源

事業の方向性： １現状で継続　 ２拡大して継続 ３縮小して継続　　　４他事業と統合　　　５休止　　　６その他見直し

７令和8年度で終了 ８令和7年度で終了 ９令和6年度で終了

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 7年 6月17日 作成部局名 環境経


